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平成 28 年 10 月 11 日発行（2016 年秋号※） 

 

 

 

 
 
海の状況 
【現況】 
平成 28 年 7～9 月における京都府周辺の表層水温は，「平年よりはなはだ高め」～「平年並

み」で推移していました。 

 

京都府沖の表層水温(0～50m深平均)

  

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都沖水温の平年および前年との比較 

 7 月 8 月 9 月

京都沖の表層水温 21.7 ℃ 22.7 ℃ 23.6 ℃

前年比 ＋2.2 ℃ ＋1.0 ℃ -0.5 ℃

平年比 ＋2.1 ℃（はなはだ高め） -0.3 ℃（平年並み） -0.5 ℃（平年並み）

 

 

夏（7～9 月）の天気まとめ 

京都北部周辺の平均気温 平年より高かった。 

京都北部周辺の降水量 平年より多かった。 

 資料元：気象庁 

※ 2016 年度から漁海況情報は年 5 回（春夏秋冬および年報） 
の発行とさせていただきます。 
春号は 4 月，夏号は 7月，秋号は 10 月，冬号は 1 月ごろ，年報
は 2 月ごろの発行を予定しています。 
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資料元：日本海区水産研究所 

表面(21～23℃台) 50m 深(13～20℃台) 100m 深(7～17℃台) 200m 深(1～9℃台) 

 

 

 

表面(24～27℃台) 50m 深(11～21℃台) 100m 深(5～16℃台) 200m 深(1～7℃台) 

 

 

 

表面(23～26℃台) 50m 深(14～23℃台) 100m 深(8～19℃台) 200m 深(1～3℃台) 

 

水温の色分け 

【今後の見込み】                  資料元：気象庁 

向こう 1か月程度の予報 

京都府周辺の表層水温 「平年よりやや高め」で推移する見込み 

対馬暖流の勢力 「平年より強い」で推移する見込み 

京都府周辺の各層水温(2016 年 7～9 月) 

7 月上旬 

8 月上旬 

9 月上旬 
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漁模様 2016 年 6～8 月 

≪定置網漁業≫【6月】 
 サワラが前年に引き続き好調，ウルメイワシも前年や平年に比べて好調でした。一方、

マアジが平年の 4 割強（前年の 5 割強）と低調でした。全体では平年の 8 割強（前年の 9

割強）でした。 

 

 2016 年 6月の地域別漁獲量(上位 5魚種)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月漁獲量（トン） 京都府漁協集計 

魚 種 2016 年 2015 年(前年比) 平年(平年比) 備 考 

サワラ 167.9 224.3 (75%) 57.3 (293%) ＜サワラ＞ 
さごし銘柄（体重0.4kg以上1.0kg

未満）がほぼ全てでした。 
 
＜マアジ＞ 
体長は 2 ㎝～22 ㎝台でした。
 
＜カタクチイワシ＞ 
体長は 3 ㎝～6 ㎝台でした。 
 
＜ブリ＞ 
つばす銘柄が 6 割弱、はまち
銘柄が 4 割弱，ぶり銘柄，まる
ご銘柄は 1 割未満でした。 
 
＜イカ類＞ 
ケンサキイカ（白いか）が 9 割
でした。 

マアジ 141.3 276.6 (51%) 317.5 (44%)

カタクチイワシ(たれ) 131.9 72.4 (182%) 285.7 (46%)

トビウオ類 109.5 122.7 (89%) 98.6 (111%)

ブリ 85.7 74.3 (115%) 87.5 (98%)

イカ類 37.8 25.0 (151%) 34.9 (108%)

スズキ 29.3 18.6 (158%) 11.4 (257%)

ウルメイワシ 27.2 0.0 － 0.2 (15620%)

アカカマス 24.8 16.8 (147%) 17.0 (146%)

マルアジ（青あじ） 21.7 15.3 (142%) 19.7 (110%)

その他 59.1 44.6 (133%) 61.8 (96%)

合計 836.1 890.6 (94%) 991.7 (84%)

平年は過去 10 年平均 
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【7 月】 
 カタクチイワシが平年の 1.5 倍（前年の 1.1 倍），イカ類が平年の 1.3 倍（前年の 2.2 倍）

と好調でした。一方，マアジ，サワラ，トビウオ類は前年や平年を下回り，低調でした。

全体では平年の 1.1 倍（前年の 9 割弱）でした。 

  

2016 年 7 月の地域別漁獲量(上位 5 魚種)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月漁獲量（トン） 京都府漁協集計 

魚 種 2016 年 2015 年(前年比) 平年(平年比) 備 考 

カタクチイワシ（たれ） 537.9 489.4 (110%) 361.0 (149%) ＜カタクチイワシ＞ 
体長は 3 ㎝～8 ㎝台でした。 
 
＜マアジ＞ 
体長は 4 ㎝～21 ㎝台でした。
 
＜サワラ＞ 
さごし銘柄（体重 0.4kg 以上
1.0kg 未満）が 6 割強，さわら
銘柄（体重 1.0kg 以上 3.0kg 未
満）が 4 割弱，さわら大銘柄
（体重 3.0kg 以上），やなぎ銘
柄（体重 0.4kg 未満）はごくわ
ずかでした。 
 
＜ブリ＞ 
つばす銘柄が 8 割弱、はまち
銘柄が 2 割，ぶり銘柄，まるご
銘柄はごくわずかでした。 
 

マアジ 103.3 149.7 (69%) 139.0 (74%)

サワラ 89.7 141.9 (63%) 109.3 (82%)

ブリ 67.5 152.0 (44%) 69.4 (97%)

トビウオ類 32.1 50.3 (64%) 65.4 (49%)

イカ類 28.0 12.7 (221%) 21.2 (132%)

サバ類 25.0 43.7 (57%) 24.4 (103%)

スズキ 24.5 12.9 (190%) 10.1 (242%)

タイ類 9.2 4.6 (201%) 7.5 (123%)

アカカマス 8.3 5.6 (147%) 7.8 (105%)

その他 33.7 62.6 (54%) 54.5 (62%)

合計 959.2 1125.2 (85%) 869.6 (110%)

平年は過去 10 年平均 
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【8 月】 
 ブリが平年の 2.3 倍（前年の 1.2 倍），シイラが平年の 8.1 倍（前年の 13.4 倍）と好調

でした。一方，カタクチイワシは平年の 4 割弱（前年の 2 割強），マアジは平年の 8 割強（前

年の 8 割弱）と低調でした。全体では平年の 1.2 倍（前年の 8 割強）でした。 

 

2016 年 8 月の地域別漁獲量(上位 5 魚種)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月漁獲量（トン） 京都府漁協集計 

魚 種 2016 年 2015 年(前年比) 平年(平年比) 備 考 

ブリ 289.0 245.7 (118%) 126.2 (229%) ＜カタクチイワシ＞ 
体長は 4 ㎝～10 ㎝台でした。
 
＜マアジ＞ 
体長は 3 ㎝～22 ㎝台でした。
 
＜ブリ＞ 
ぶり銘柄が 6 割弱、はまち銘
柄が 2 割強，まるご銘柄は 2
割弱，つばす銘柄は 1 割未満
でした。 
 
＜サワラ＞ 
さわら銘柄（体重 1.0kg 以上
3.0kg 未満）が 6 割強，やなぎ
銘柄（体重 0.4kg 未満）が 3 割
弱，さごし銘柄（体重 0.4.kg 以
上 1.0kg 未満）が 1 割弱，さわ
ら大銘柄（体重 3.0kg 以上）は
ごくわずか（0.6%）でした。 

サワラ 121.4 136.2 (89%) 98.7 (123%)

シイラ 100.9 7.6 (1335%) 12.4 (815%)

カタクチイワシ（たれ） 86.6 392.3 (22%) 228.7 (38%)

マアジ 66.8 80.6 (83%) 84.7 (79%)

サバ類 20.4 34.7 (59%) 12.8 (159%)

イカ類 14.7 5.3 (280%) 7.5 (196%)

シロサバフグ（さんきゅう） 13.3 0.3 (4615%) 3.2 (412%)

スズキ 8.7 2.9 (301%) 6.0 (145%)

マルアジ（青あじ） 7.3 6.6 (110%) 9.5 (77%)

その他 44.0 42.9 (102%) 59.0 (75%)

合計 772.9 955.0 (81%) 648.7 (119%)

平年は過去 10 年平均 
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≪底曳網漁業≫【6～8月】 

資源保護のため 6 月から 8 月は休漁です。 

≪釣り・はえなわ漁業≫【6月】 

全体の水揚量は，平年の 8 割強（前年の 1.0 倍）でした。 

  

2016 年 6 月の漁獲量(上位 5 魚種)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月漁獲量（トン） 京都府漁協集計 

魚 種 2016 年 2015 年(前年比) 平年(平年比) 備 考 

イカ類 9.9 9.6 (104%) 10.7 (93%) ＜イカ類＞ 

スルメイカが 8 割強，ケンサキイカ

（白いか）が 2 割弱などでした。 

＜タイ類＞ 

マダイが7割強，キダイ（れんこ鯛）

が 2 割強などでした。 

＜サワラ＞ 

さごし銘柄（体重 0.4kg 以上 1.0kg

未満）がほぼ全てでした。 

＜ブリ＞ 

ぶり銘柄が 4 割，まるご銘柄が 3

割強，はまち銘柄，つばす銘柄は

それぞれ１割強でした。 

 

タイ類 3.9 3.4 (112%) 3.8 (102%)

メバル類 2.7 1.5 (173%) 2.1 (124%)

サワラ 2.0 1.4 (144%) 2.4 (83%)

ブリ 1.6 2.4 (66%) 3.1 (51%)

アカアマダイ（ぐじ） 1.5 1.6 (90%) 1.7 (87%)

スズキ 0.3 0.3 (105%) 0.3 (101%)

カレイ類 0.2 0.1 (162%) 0.3 (89%)

カワハギ 0.2 0.1 (250%) 0.0 (362%)

タチウオ 0.1 0.4 (41%) 0.4 (37%)

その他 1.7 3.2 (51%) 4.4 (38%)

合計 24.1 24.1 (100%) 29.3 (82%)

平年は過去 10 年平均  
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【7 月】 

全体の水揚量は，平年の 9 割弱（前年の 9 割弱）でした。 

  

2016 年 7 月の漁獲量(上位 5 魚種)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月漁獲量（トン） 京都府漁協集計 

魚 種 2016 年 2015 年(前年比) 平年(平年比) 備 考 

タイ類 3.5 3.1 (112%) 3.2 (108%) ＜タイ類＞ 

マダイが6 割強，キダイ（れんこ鯛）

が 3 割強などでした。 

 

＜イカ類＞ 

ほぼ全てケンサキイカ（白いか）で

した。 

 

メバル類 3.1 1.7 (181%) 2.3 (135%)

イカ類 3.0 5.9 (51%) 4.5 (66%)

アカアマダイ（ぐじ） 2.4 1.4 (171%) 1.7 (144%)

ウマヅラハギ（長はぎ） 0.8 2.0 (39%) 0.5 (158%)

スズキ 0.4 0.4 (96%) 0.2 (177%)

アジ類 0.2 0.3 (88%) 0.7 (33%)

カレイ類 0.2 0.2 (116%) 0.4 (54%)

ヒラマサ 0.1 0.0 (635%) 0.0 (348%)

カワハギ 0.1 0.0 (197%) 0.0 (187%)

その他 1.8 3.0 (61%) 4.0 (45%)

合計 15.5 18.0 (86%) 17.6 (88%)

平年は過去 10 年平均  
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【8 月】 

全体の水揚量は，平年の 2.2 倍（前年の 3.1 倍）と好調でした。 

  

2016 年 8 月の漁獲量(上位 5 魚種)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月漁獲量（トン） 京都府漁協集計 

魚 種 2016 年 2015 年(前年比) 平年(平年比) 備 考 

ブリ 9.4 3.4 (280%) 3.8 (250%) ＜ブリ＞ 

まるご銘柄が 6 割強，はまち銘柄

が 4 割弱でした。 

 

＜イカ類＞ 

ソデイカ（たるいか）が 8 割強，ケ

ンサキイカ（白いか）が 2 割弱な

どでした。 

 

＜タイ類＞ 

マダイが 6 割強，キダイ（れんこ

鯛）が 3 割強などでした。 

 

イカ類 7.7 1.1 (689%) 3.2 (243%)

タイ類 5.2 1.7 (304%) 2.2 (234%)

サワラ 4.7 1.9 (247%) 1.6 (298%)

アカアマダイ（ぐじ） 2.2 0.5 (402%) 1.2 (185%)

メバル類 2.0 0.2 (1084%) 0.5 (384%)

ウマヅラハギ（長はぎ） 0.4 0.3 (117%) 0.3 (131%)

スズキ 0.2 0.2 (103%) 0.2 (103%)

タチウオ 0.2 0.1 (328%) 0.1 (184%)

カワハギ 0.1 0.0 - 0.0 (392%)

その他 1.5 1.5 (105%) 2.1 (74%)

合計 33.6 10.9 (309%) 15.2 (222%)

平年は過去 10 年平均  


